
















































































































































































●リズムジャンプは楽しいですか？ 全体 男子 女子
　　　　　　　　　　　　　　　　　は　い 317 154 163
　　　　　　　　　　　　　　　　　いいえ 6 5 1
●「はい」と答えた理由は何ですか？
　　　　　　　　　　　　　音楽があるから 152 72 80
　　　　　　　　　いろいろな技があるから 203 98 105
　　　　　　　　　　　　友達とできるから 107 44 63
　　　　　　　　　　　　運動が好きだから 187 107 80
　　　　　　　　　　　できたらかっこいい 40 18 22
　　　　　　　ジャンプするのが好きだから 94 38 56
●「いいえ」と答えた理由は何ですか？
　　　　　　　　　　　　　音楽があるから
　　　　　　　　　　　　　　　難しいから 2  2
　　　　　　　　　　　　　　　疲れるから 3 2 1
　　　　　　　　　　　　運動が嫌いだから 4 2 2
　　　他の人に見られるのがはずかしいから
20ｍ（秒） 反復横跳び（回） 立ち幅跳び（cm）
１年pre 4.07±0.31 35.0±4.7 121.4±18.2
１年post 4.07±0.31 43.0±6.3 126.6±15.6
２年pre 3.84±0.31 36.9±7.2 131.6±17.9
２年post 3.82±0.27 42.0±6.5 139.9±18.2
３年pre 3.64±0.21 37.0±5.3 144.4±18.1
３年post 3.66±0.18 38.1±5.6 140.1±14.4
４年pre 3.53±0.24 37.4±5.8 143.4±17.9
４年post 3.50±0.23 43.9±5.2 146.4±18.5
５年pre 3.51±0.26 40.4±4.7 155.2±19.2
５年post 3.51±0.27 42.6±5.1 152.8±20.7
６年pre 3.31±0.25 42.5±4.1 160.9±20.6
６年post 3.33±0.21 45.8±3.9 161.3±19.6
全体pre 3.64±0.39 38.2±5.9 143.3±23.1
全体post 3.65±0.43 42.0±6.7 145.1±21.2
****:p<.0001　***:p<0.01　*:p<0.05
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表６　教員へのアンケート結果
●リズムジャンプに対する児童の取り組みはどうでしたか？
　　・　とても楽しく取り組みました。
　　・　とても楽しんでいました。慣れてくると自分で工夫する子も・・
　　・　喜んでしていました。休み時間にもしていました。少し難しい技が嬉しいようでした。
　　・　音楽がかっこよくて気に入っている児童がたくさんいました。
　　・　子供達は楽しく取り組みました。今後も続けたいと思いました。
　　・　はじめは動きがぎこちなく、音楽にも合わないことが多かったが、回数を重ねるとリズムに乗って
運動することができた。自分たちで用具を出し、意欲的に活動できた。
　　・　とても楽しんでいた。バリエーションが多くどんどんできた。
　　・　喜んでできた。音楽がカウントをとりやすく動きやすかった。
　　・　保護路の体育では行わないようなトレーニングを教えてもらい、子供達は喜んでいた。
　　　　これからも取り入れていきたい。
　　・　楽しくみんな取り組めていた。音楽があるため、リズムに乗って取り組めてよかった。
●リズムジャンプを行った結果、他の運動やその他の学校場面で児童に変化はみられましたか？
　　・　短期間だったので大きな成果や変化は気がつかない。しかし、はじめは全くリズムがとれていない
児童が数名いたが、かなり上達した。
　　・　ほとんどの子がリズム良く跳べるようになった。縄跳びが上手になればと思う。
　　・　声が出だした。
　　・　急な変化はない。
　　・　大きな変化はわからないが、運動時にリズムが大切ということが児童に伝わった気がする。
●リズムジャンプを授業に取り入れる際の問題点はありますか？
　　・　外で行うとラインが風で飛ばされるので、中でやるほうが良いと思う。
　　・　トレーニングのバリエーションがわかるボードがあれば、子供達だけでも休み時間等にするのでは
ないかと思う。
　　・　何をポイントに指導するのか指導者がきちんと理解しておくことが必要。
　　・　CDプレーヤーが体育館に備え付けてあれば便利。
　　・　時間・準備・指導等の問題はあるが、短時間でできるので、コツコツ取り組めそう。
　　・　トレーニング自体は短時間でも、準備と片付けを入れると結構時間がかかる。
　　・　ラインの出し入れに慣れるまでは時間がかかった。
　　・　毎回継続して行うのは難しい。時間のとり方を今後考えていきたい。
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と推察できる。また、井上ら４）が実施した６種目か
らなる15分間の運動プログラムでの児童の感想は、約
70％の児童が「楽しかった」と答えており、これと比
較しても本研究の98.2%はかなり高い数値であると言
える。リズムジャンプを「楽しい」と答えた理由の中
で「運動が好きだから」と答えた児童は187名であり
57.2％に過ぎない。もっとも多かった理由が、「いろ
いろな技があるから」であり、３番目は「音楽がある
から」であった。このことからも、リズムジャンプの
特徴である、「音楽に合わせて、いろいろな技を行う」
ということが、運動好きの児童のみならず、運動に苦
手意識を持っている児童にも「楽しさ」を感じさせる
ことができたと考えられる。
　教員からのアンケートの結果からも、児童が楽しく
活動に取り組んでいた様子を伺うことができる。「今
後も続けたい」、「音楽があるのが良かった」という肯
定的な意見も多くみられた。一方、用具や設備への指
摘もみられたことから、実際に授業で実践していくに
あたり、改良する点も多くあるということもわかった。
　以上のことから、リズムジャンプは短期間・短時間
でも児童が楽しく取り組め、かつ運動能力の向上も認
められるため、児童の運動能力向上を目的とした運動
プログラムとして有効であると考えられる。
６．まとめ
　学校現場の体育時間で準備運動として手軽に導入で
きる「リズムジャンプ」を１回10分、３週間（計９回）
実施してもらい、運動能力の変化及び児童・教員への
アンケート調査の結果から、児童の運動能力向上に対
する「リズムジャンプ」の有用性について検討した結
果を以下のようにまとめることができた。
１）リズムジャンプを実施したことで、全校児童の反
復横跳びと立ち幅跳びの記録は有意に向上したが、
20m加速走の記録の向上はみられなかった。
２）アンケート調査の結果、98.3%の児童がリズムジャ
ンプは「楽しかった」と答えた。また、全員の教員
が子供達が「楽しく取り組んでいた」と答えた。
３）短期間・短時間でも児童が楽しく取り組め、かつ
えられる。
　立ち幅跳びは前方への１回跳躍なので、筋肉の緊張
と解緊は連続して起こらず、運動リズムが大きく影響
する運動とは言いがたい。立ち幅跳びにおける各関節
の貢献度を調べた先行研究11）によれば、股関節及び
膝関節の貢献度が高いと報告されており、股及び膝関
節の伸展力が記録を決定するといっても過言ではな
い。しかし、今回のトレーニング期間（３週間：９回）
の間に、脚伸展パワーが大きく向上したということは
考えにくい。記録の伸びが大きいのは１，２年生で５，
６年生の記録が伸びていないことを考えると、リズム
ジャンプの「スクワット」動作が立ち幅跳びの動きと
類似しているため、特に運動経験の少ない低学年で、
下肢関節を大きく動かすという動作が学習され、記録
の向上につながったと考えられる。
　20m加速走は４年生で有意な向上がみられたが、他
学年ではみられなかった。児童の疾走能力とリバウ
ンドジャンプ能力には関連があるという先行研究12，
13）から、リズムジャンプを行うことでリバウンドジャ
ンプ能力が向上し、その結果疾走能力の改善がみられ
ると予想していた。リバウンドジャンプは接地時間
0.2秒程度14）という極めて短い時間に動作を完了する
必要があるが、リズムジャンプを行っている児童を観
察すると、「弾むように」、「接地時間を短く」という
言葉掛けを行ったにも関わらず、足裏全体を使いベタ
ベタジャンプする児童が多くみられた。したがって、
多くの児童がリズムジャンプによって、疾走能力を関
連のあるリバウンドジャンプ能力を高めることができ
ず、疾走能力の改善がみられなかったと考えられる。
　本研究でリズムジャンプが「楽しかった」と答え
た児童は98.2%である。落合ら９）による神奈川県の小
学生3,735名を対象にした調査によれば、「運動、体育
が好き」と答えた児童は76.4％であり、残りの23.6%
は「どちらでもない・嫌い」であった。橋本ら３）が
行った長崎県の小学生353名を対象にした調査では、
87.2％の児童が「体育が好き・どちらかといえば好き」
と答えた。先行研究の結果と比べると、本来体育や運
動が嫌いな児童もリズムジャンプは楽しく取り組めた
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踏切時における各関節でのパワー発揮の特徴：垂直
跳びとの比較から．中京大学体育学論叢30（1）：23
～33
12）津田幸保（2009）高学年児童の疾走能力と跳躍能
力の関連について．美作大学・美作大学短期大学部
紀要　54：1～4
13）渡邊将司（2007）思春期前の子供のリバウンドジャ
ンプ能力のトレーナビリティー．体力科学　56：
446
14）図子浩二・高松薫・古藤高良（1993）．各種スポー
ツ選手における下肢の筋力およびパワー発揮に関す
る特性　体育学研究　38：265～278
運動能力の向上も認められたため、リズムジャンプ
は児童の運動能力向上の運動プログラムとして有効
であると考えられる。
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